


◎授業内容例 

①「誰」が「何のために」使うカップかをデザインする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②自分たちが育てたお米を販売するための名刺デザインを考える 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎講師例 

        小川 けんいち                                小山 れいこ 

             イラストレーター/グラフィックデザイナー               地域おこし協力隊/デザイナー 

            授業では、「思いやり」が生まれるデザイ                 授業では、デザイン都市あさひかわの魅 

 ン制作の魅力を伝える。                         力やデザインとアートの違い、デザイン 

思考の楽しさを伝える。           

 

              本田 蒼風                                    細谷 塁 

              書家/筆文字デザイナー                         グラフィックデザイナー 

               授業では、伝えたい「想い」を届けるた                     授業では、相手の立場になってものづく

りやデザインを       めの文字や書体選びから表現方法まで「書          は             りやデザインを考える楽しさと発見を伝え

る             写の授業」写の授業」とは違う面白さを伝える。                                        る。 

 

◎出前授業の実施にあたって 

 ・学年や学びたいことに合わせて講師の選定や授業内容を相談することができます。 

 ・授業内容に応じて時間数も調整いたします。放課後活動や行事でも活用できます。 

 ・講師への報酬は、あさひかわ創造都市推進協議会が負担します。 

参加者の声 

デザインは「使いやすさ」を

大事にしていることがわかりま

した。 

（小学５年） 

作成者の声 

自分が飲み物を飲みすぎな

いようにするカップです。カ

ップにはメモリが入ってい

て、飲みすぎたらお母さんに

連絡がいくようにしているこ

とがポイントです。 

（小学５年） 

参加者の声 

 私たちにはない発想に感動しま

した。 

（先生） 

作成者の声 

暑さにも負けない強い米で

あることを伝えるため、力強

い字で書きました。 

（小学４年） 

参加者の声 

デザインの中には絵を描くだけ

でなく思いを伝えるためのデザイ

ンがあると知りました。 

（小学６年） 

HP はこちら 


